第2回治療プログラム対人関係援助（レクリエーション）検討会議録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：赤坂　千秋
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＜検討内容＞

1、 プログラム内容について

・内容がマンネリ化してきているように感じる。

　→月が替わっても内容的には前月とあまり変化が無く、同じものを毎月実施しているような印象を受ける為、新たな種目・内容の検討が必要との意見あり。

・水曜日の趣味活動について　

　→各病棟実施においてもプレミーティング実施は定着してきている。

→前月に続いて、毎週各病棟でのプログラムとして実施したいとの意見あり。

　　（月間予定とは別に、各病棟にて水曜日プログラムの計画を作成？）

　→水曜日を各病棟とした際、個別対応にて院外（敷地内）散策は導入できないか？

　　例として）面会も少なく、外出できない

　　　　　　　症状が安定している

　　　　　　　認知症の方・車椅子の方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等を対象に

・毎日、プログラム終了後にストレッチを実施してはどうか？

　　→運動後の筋肉を和らげることが出来る

→運動プログラム以外のときでも、体・筋肉を動かすことが出来る。

2、 体育館の物品、施設確認徹底について

・午前(9:30前･11:00後)、午後(14:00前･15:30後)プログラム前後(計4回)に必ず、リーダーとリハプロに付いたスタッフ全員で使用した物品(破損、数)、施設確認(破損、窓の開閉など)を徹底して行う事とする。

　　・現在、施設確認（壁の破損等）の確認は徹底されてきているが、物品に関しての確認がされていないことがある為、施設確認と共に徹底していく。

3、 ７月プログラムについて…作成・赤坂（千）CW

・７月予定表を作成した東病棟が物品準備を忘れずに行う。物品準備した場合、各病棟･プログラム担当者に忘れずメールでもいいので、連絡をする。

・内容について

　→共同作業的な内容のものを導入したい。

　　　→７月後半から盆踊りの練習を入れてみてはどうか？

　　　　（季節感を味わえるのではないか？）

　　　との意見あり。

４、物品発注について

　　・紙などリハプロで使用する物品に関して発注可との事。

　　・その他、新しい内容に伴う発注（遊具？）は出来るのか？
　　　例）パターゴルフ等

5、 病棟における担当者間の連絡周知徹底について

引き続き、各病棟担当スタッフ間で検討会内容を連絡し、各自が周知する事。また、検討会内容により看護検討会での審議が必要な場合は担当管理者より検討会へ提出する。

毎日のプレミーティング、毎月の検討会には必ず各病棟担当者１名が参加する事。
次回　プログラム検討会日時　７／２８月曜日　１５：３０～　西Aミーティングルーム

　検討会内容）１、プログラムの実施状況

　　　　　　　２、次月プログラム内容確認

　　　　　　　３、その他（各病棟からの意見など）

